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宗方小太郎日記，明治 34～35 年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37に「上海歴史研究所所蔵宗方小太郎資料について」を載せ，そこに宗方の明治 21年の








2．明治 34 年 1月から 12 月までの日記
　明治 34（1901）年の日記は，1年を通した一綴じと，4月 3日から 9日までの「蘇州，湖州，杭州三










































て漢口支部経費として 3月までひと月 150円を受け取っていたことが分かり，その後も 5月までは同様
の額を受け取っていたと思われるが，6月に帰国してからは漢口在住の岡幸三郎からひと月 70円の支







　1月 12日―第 94号，第 95号，2月 8日―第 96号，第 97号，2月 15日―第 98号，3月 16日―＊第
100号，4月 20日―第 101号，第 102号，日記では「報告を発す」とのみ記す，4月 24日―第 104号，
日記では「発信す」とのみ記す，10月 26日―第 105号，日記では「発信す」とのみ記す，11月 2日―
「報告を発す」とのみ記す，11月 23日―第 108号，日記では「報告書を発す」とのみ記す，12月 11日
―第 109号，12月 11日―第 109号，12月 17日―＊第 110号，＊第 111号。なお，上海社会科学院歴
史研究所所蔵資料によると，報告第 100号のタイトルは「清国将来の運命」であり，11月 2日に書い








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































やり取りをしていることが知れる。その後 7月 26日に西郷従道が 17日に亡くなったことを知り，宗方
を最も理解し支持してきた陸軍の元勲に哀悼の言葉を綴り，8月 18日に日本に戻ってそのまま日本で
年越しを迎えた。日本でも繰り返し猟に出かけている。
　ここで，明治 35年の入金状況を見ると，海軍嘱託手当ては，2月から 4月までが 315，70円，5月か
ら７月が 400円，8月から 10月は金額の記載はなく，11月から翌年 1月は 400円である。また東亜同
文会の支部長手当ては，10月までは 70円，11月，12月は 60円を受け取ったとある。
　最後に海軍あて報告の号数と日付を日記から拾うと，次の通りである。
　1月 23日―第 112号，1月 24日―第 113号，3月 5日―第 114号，第 115号，3月 19日―第 116号，
第 117号，4月 6日―第 118号，日記には「報告を発す」と記すのみ，4月 24日―第 120号，日記には
「報告」と記すのみ，5月 13日― 121号，日記には「報告を発す」と記すのみ，5月 31日―＊第 125号，
7月 12日―　第 127号，第 128号，日記には「報告を発し」と記すのみ，8月 9日―「報告二部を送る」




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                    
